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研究成果の概要（和文）：日本の青年男女が、自分の将来の結婚、育児、就業状態をどのように期待しているか
について、青年男女を対象にアンケート調査を実施し、その結果を分析した。その結果、青年は、将来の結婚、
出産・育児、就業状態について、男性と女性がそれぞれ大きく異なった期待を形成していること、子どもを持つ
場合、多くの青年女子が仕事と育児の両立が困難になることを予想していること等、日本の家族形成や、就業の
状況に関する、多面的で包括的な研究成果を得た。

研究成果の概要（英文）：Gender differences in pay and occupation persist. Many possible explanations
 have been offered for these gaps. We have conducted a survey on young men and women to understand 
the gender differences in people's perspectives for career, job security, and family life. We have 
discovered distinct gender differences in expectations for them. The results from that survey are 
striking that already wide gender gaps in preferences and career perspectives are present among the 
young in Japan. We have also found that both men and women in Japan expect that balancing career and
 child-rearing would be difficult for them to cope with.

研究分野：計量経済学、経済政策
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
少子化と生産年齢人口の減少が続く日本において、女性が就業と出産・子育てを両立でき、男性が就業しながら
子育てに参画できる社会を構築することは、最優先の課題である。しかし、男性と女性の間でなぜ仕事内容に違
いがあるのか、そして、就職後に女性が結婚や出産・育児を理由にどれくらい離職しているのかといった問題に
ついて、研究上意見の一致が見られていない。本研究では、青年男女が、自分の将来の結婚、出産・育児、就業
状態をどのように期待しているかについてアンケート調査を実施し、調査結果を様々な角度から分析し、その結
果に基づき、政策的含意を導き出す。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 

日本では少子化が進行し、生産年齢人口が減少し続けており、女性が就労と出産・子育てを両

立し、男性が就業しつつ子育てにも一層参画できる社会を構築することは、 幸福度の高い社会

の追求のみならず、これからの日本経済の発展のためにますます重要である。 

 働く女性や男性のために求められる社会を実現するための環境を整備することは、我が国の

将来にとっての必須の課題であるが、職場の現状は、依然、長時間労働や残業が多いなど様々な

障害が存在している。子育てにおいても、保育サービスを利用することが難しく、税制や社会保

障制度も既婚女性の就労意欲を削ぐことが多い。30代男性における長時間労働の割合は、2割近

くに達している。多くの女性が、仕事と結婚・出産との両立に困難を感じており、望むだけの子

供の数をかなえていない。しかも、結婚や出産などのライフ・イベントを機に多くの女性が労働

市場から退出しており、子育て後に再就職を希望した場合に、希望の仕事や勤務形態で働くこと

が難しい。 

 

 
２．研究の目的 
 
近年、こうした就業と結婚・出産・育児を取り巻く諸問題の実情を分析する研究が盛んに行わ

れているが、就業選択においては、男性と女性の間でどのような違いがあるのか、そして、働き

方や家庭生活について男性と女性にはどのように違いがあるのかといった、働き方の根本的な

問題については、未だ十分に解明されているとはいえない。 

 

 
３．研究の方法 
 

本研究は、日本の男女の若者が、自分たちの将来の仕事や家庭生活について、どのように考え

ているのかについてのアンケート調査を実施した。 

 

 

４．研究成果 
 

アンケート調査の結果を、計量経済学の新しい手法である部分識別の方法を用いて、様々な

角度から実証分析を行った。その結果、結婚、出産・育児、就業状態について、青年の男性と

女性がそれぞれの互いに異なった期待をどのように形成しているのか、男性と女性の間の仕事

の選択の違いはどのように決まってくるのかを明らかにした。 

得られたいくつかの結果は下記の通りであり、男女とも多くの若者が、自分たちが将来直面

する困難を想定しながら仕事を選択している。 

 

〇 将来の結婚、出産・育児、働き方については、男性と女性がそれぞれ異なる期待を形成して

いる。特に、男性が長時間労働に追われたり、女性が出産、子育てを機に離職することを予想

している。 

 



〇 男女それぞれが、自分の将来の収入、働き方、仕事内容等について抱いている期待に基づい

て、働き方や家庭生活のあり方を選択している。 

 
〇 男女とも、仕事を選択する場合、その仕事から得られる収入よりも、その仕事の内容が自分

にとって好きかどうかという側面を重視している。この傾向は、米国の研究からも得られてお

り、日本においても青年が仕事選択の際に金銭的なことよりも仕事の特性を重視している。 

 

〇 多くの女性が、子どもを持つ場合、仕事と育児の両立が困難になることを、予想している。 

 

このように、日本の家族形成や、就業の状況に関する、多面的で包括的な研究成果を得るこ

とにより、少子化対策や育児支援に有効な事実証拠に基づく有効な政策を構想した。とりわ

け、女性が、働きながら子供を持つことができ、仕事と生活のバランスを実現できるようにす

るための支援策を提言した。 

 

この研究結果に基づいた研究論文を執筆し、2018 年 9月に開催された人文社会科学系で最大

の国際会議である世界社会科学フォーラム（World Social Science Forum, WSSF, 九州大学開

催）における日本経済学会の招待セッションにおいて発表した。 
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